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天白区役所まちづくり推進室
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相生山緑地オアシスの森 相生山緑地案内地図

「天白ガイドボランティア歴遊会」
の会員がガイドします
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市バス・地下鉄　利用案内

のりば
番号 系　統 経　由 行　き　先 終車時刻

平日 土日休

❶
鳴子12 篠の風北 太子 22：05 21：59
鳴子 14 滝の水公園 大高駅 21：16 21：16
鳴子 16 鳴子みどりケ丘 藤田保健衛生大学病院 22：29 22：20

❷

名港16 中京病院 名古屋港 20：36 20：36
植田 11 伝治山 地下鉄植田 21：16 21：16
新瑞 15 中坪町 新瑞橋 22：14 22：14
鳴子 11 山根町 地下鉄植田 22：36 22：36
出入庫 昭和高校前 瑞穂運動場東 18：59 17：47

❸

幹鳴子1 緑市民病院 大清水 23：06 22：16
地下鉄徳重 23：29 22：56

鳴子 13 平部 南大高駅 22：48 22：48
有松町口無池 22：19 21：57

鳴子 15 名鉄鳴海 鳴尾車庫 21：38 21：38

❹
新瑞 15 中坪町 新瑞橋 22：15 22：15
名港 16 中京病院 名古屋港 20：37 20：37
出入庫 昭和高校前 瑞穂運動場東 19：00 17：48

■市バス系統一覧（地下鉄鳴子北バス停）

のりば番号 系　統 経　由 行　き　先 終車時刻
平日 土日休

❶
幹原1 天白消防署 地下鉄原 23：09 23：09
相生 11 高坂小学校 島田住宅 21：34 21：31

❷
幹原1 相生山住宅 島田一ツ山 22：26 22：25
相生 11 篭山西 大清水 21：58 21：59

■市バス系統一覧（地下鉄相生山バス停）

鳴子北駅

お 問 い 合 わ せ 先

■市バス営業所・地下鉄駅　電話番号（緑区・天白区関係分）
市バス営業所 鶴舞線 桜通線

鳴尾営業所 611－2355 833－4441 野並駅 896－4757
緑営業所 876－9821 植田駅 802－2261 鳴子北駅 895－5950
野並営業所 896－5386 原駅 802－2262 相生山駅 878－5260

平針駅 802－2263 神沢駅 877－2540
赤池駅 802－2264 徳重駅 876－9960

相生山駅

■駅周辺拡大図

時刻・経路・のりば・料金など
市バス・地下鉄テレホンセンター

052－522－0111
営業時間：午前８時～午後７時（年中無休）

お忘れ物のお問い合わせ先
①お忘れ物をした日の翌日午後5時まで
　　市バス→乗車された系統の担当営業所
　　地下鉄→最寄り駅
②それ以降
　　交通局お忘れ物取扱所（市役所西庁舎 2階）

052－972－3847・3848
営業時間：午前 10時～午後 7時
休 業 日：土 ･日 ･祝休日、12/29 ～ 1/3
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１ 野並八剱社

創建
・
沿革

祭神

　創建の時期については不詳。野並の地が旧熱田
大宮司、千秋家の領地であった関係から熱田神宮
別宮の八剣宮を勧請されたと伝承されている。ま
た、境内の北側は旧鎌倉街道が残る。

沿革 　熱田神宮大宮司、藤原千秋家の所領していた野
並に墓地が造られた。
　一般の墓地より一段高い所にあり、昔は塚を造
り、松を１本植えて標しとしていたが、明治に入って
「○○之命」「○○比売」と彫られた墓標が建てられ
るようになった。

千秋家とは
　11世紀後半の大宮司尾張
員職が、尾張国目代藤原季兼
を娘婿とし、その子季範に大
宮司職を譲った。季兼は藤原
南家（武智麿の系譜）であり、
季範が藤原氏初代の大宮司
となり、以後明治の初めまで
代々祝職を世襲した千秋家の
祖となった。

●天照大御神 ●月読尊 ●伊奘諾尊 ●伊奘冉尊 
●日本武尊 ●蛭児尊 ●素盞鳴尊 ●宮簀媛命
●建稲種命

創建
・
沿革

本 尊

　大正から昭和初期、曹洞宗の石川牧牛素童禅師
を開山とし、高岡徹宗が相生山を開発するにあたっ
て土地を寄進して創建。

●禅定印釈迦牟尼佛
●十一面観世音菩薩
●信貴山毘沙門天

２ ３

８

６

　名古屋市の東部丘陵に残っている樹林地は、都市化が進展し
ていくなかで「身近な自然」として貴重な存在になっています。
　なかでも、都市計画公園・緑地として計画された区域内に占
める民有樹林地の割合は大きく、緑の保全・活用のためにはで
きるだけ早く買収し、誰もが利用できるようにしたいと考えて
います。しかし、これら樹林地の面積は膨大であり、事業を実施
するには多くの資金と時間が必要です。
　そこで、地主の方々から土地をお借りして、これらの樹林地
を活かしながら市民の憩いの場として整備し育てていく試み
が「オアシスの森づくり事業」であり、「相生山緑地」がその第１号です。
　「相生山緑地」は、面積123.7haで、東西に走る標高10～ 60ｍの３つの台地と２つの谷筋から成り立っています。
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利用案内　～森のおきて～
◎この森は「自分の責任」で利用してください
◎動植物を大切にしましょう
◎火気の使用は厳禁です
◎ごみは持ち帰りましょう
◎畑に入らないでください
◎ペットはつないで、後始末も飼い主の責任です
◎夜間の利用はご遠慮ください
◎様々な活動に参加してみんなで森を育てましょう

梅林 芽吹き始めた木々

ヤマザクラ

見はらしの丘 森の長老（コナラの大木）

黄葉の森 冬木立

相生山の嵯峨野

春

秋

夏

冬

天白区の歴史や文化の解説を受けながら
散策してみませんか

　「天白ガイドボランティア歴遊会」は区内の歴史、自然、人な
ど、広く地域の魅力を発掘して住民に伝えるボランティア団
体で、平成19年５月に発足しました。当会では、史跡散策路の
ガイドやウォーキング大会の開催などを通して、広く地域の
魅力を発掘し伝える活動を行っています。

　「自分が住んでいる地域の文化のこ
とが知りたい」「あの寺社はどんな歴
史があるのだろうか」など、ガイドと
散策をご希望の方（原則10名以上、
30名以内）は天白区役所まちづくり
推進室までご連絡ください。

あまてらすおおみかみ つきよみのみこと いざなぎのみこと いざなみのみこと

やまとたけるのみこと ひるこのみこと すさのうのみこと みやすひめのみこと

たけいなだねのみこと

創建
・
沿革

祭神

　創建の時期については不詳。
　古来若宮八幡社と称された。明治半ば島田本鄕
の熊野社と合祀、島田神社と改称。大正12年（1923
年）に菅田神社と改められた。
●仁徳天皇ほか９柱

本 尊 ●大悲救苦聖観音菩薩
　33年に１度のご開帳

創建
・
沿革

　室町幕府成立に、大きく貢献した尾張守護職であ
る斯波高経は、島田が鎌倉街道を押さえる重要な地
と考え、交通の要所として城を築かせた。築城年月は
定かでないが斯波氏の末流一族である牧氏の居城
であった。城の規模は東西42間（約76ｍ）、南北百一
間（約182ｍ）ある。城址の一部を残した小高い丘が
あり、「牧神社」が祀られている。

創建
・
沿革

　嘉吉２年（1442年）樵山和尚、島田山広徳院とす
る。明応９年（1500年）本堂再建、島田山地蔵寺と改
める。永禄３年（1560年）桶狭間合戦先鋒隊の兵火
により消失。天正２年（1574年）辻堂完成。
　平安時代末期、野武士熊坂長範が白馬を盗み、黒
馬に変えようと地蔵尊に祈願すると、霊験たちどこ
ろに現れて黒馬に変わった伝説がある。このことか
ら「毛替地蔵」ともいわれるようになった。

創建・沿革

祭神

昭和42年（1967年）
１月１日

●天照大御神 ●三尺坊大権現

の     なみ    はっ    けん   しゃ

千秋家墓地
せん  しゅう   け       ぼ      ち

相生山神社
あい  おい    やま    じん   じゃ

菅田神社
すげ     た     じん   じゃ

４ 徳林寺・葉書塔
とく   りん     じ は     がき    とう

島田城址
しま     だ    じょう   し

７
創建
・
沿革

　元亀元年（1570年）、加藤図書助順政が、五代将
軍・徳川綱吉のご内室・鷹司浄光院殿圓岸心珠大姉
の祈願所として熱田区に建立されたという。平成３
年（1991年）現在地に移転。

政林禅寺
せい   りん    ぜん     じ 

島田地蔵寺

葉書塔
　昭和２年（1927年）、新愛知新聞（中日新聞
の前身）は「全愛知県下新十名所」を県民の葉
書投票で募集。相生山は５位で入選する。これ
を記念して葉書塔を建て、応募葉書約２千万
枚を納めた。
　昭和62年（1987年）、満60年の還暦を機に、
人々の心の縁の郷となることを祈って、葉書供養塔として、改修、再興された。

あまてらすおおみかみ さんじゃくぼうだいごんげん

だいひきゅうくしょう

ずしょのすけのぶまさ

たかつかさじょうこう いん でん えん がんしん じゅ だい   し

し   ば たかつね

みこと ひ    め

かずもと すえかね

すえのり

ぜんじょういん

てっしゅう

れきゆうかい
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